
弐
亙
四
修
六
周
二
+
-
回
電
三
崎
鴫
便
物
認
可
『
毎
月
↓
同
一
日
賀
行
一
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禁

一

帯

醐

謹

醸

新
宮
涼
庭
の
経
済
思
忽

相
積
投
の
高
さ

固
定
資
本
の
性
質辛苦

A
闇

税
制
整
理
案
を
論
ず

判

明

グ

ア

ル
l
テ
ル
経
済
離
の
基
礎
・
:

投
資
を
超
ゆ
る
貯
菩
の
過
剰
:
・
・
;
:
:
・
・
:
M
士
宮
主

調
逸
粂
管
主
義
銀
行
に
必
け
る
交
互
計
算
業
務
:
-
級
桝
串
士

濁
逸
財
政
皐
と
租
税
惇
嬢
論
・
-
純
一
済
同
市
中

J

切

羽

田

骨

但

英
吉
利
の
封
蘇
輸
出
信
用
保
設
に
つ
い
て
・
:
純
一
事
博
士

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
時
の
概
念
・
-
経
済
第
十
令

書
間
移
動
人
口
論
'

問

問

錦

跡

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

轄

龍

書
風
叩
博
士
本
庄
築
治
郎

法
串
博
士
一
脚
戸
正
雄

:
:
:
・
文
串
博
士
高
田
保
馬

書
事
博
士
汐
見
三
郎

:
線
神
間
中
士

経済開明士

島 田 飯淳

杉田 崎

恭藤堅

彦競ヨた遺

小
島
凸
太
郎

中
川
輿
之
助

青

盛

和

雄



ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
鴨
の
栴
念

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
腰

の
概
念プ

ェ

一
ン
グ
の
論
文
を
中
心
と
し
て

中

)11 

輿

之

助

共
同
醐
脚
色
。
E
何
百
円

5
3
と
い
ふ
言
葉
は
従
来
種
々
の
揚
合

に
伎
は
れ
て
ゐ
て
、
共
の
内
容
も
必
や
し
も
一
定
し
て
ゐ
な
か

っ
た
が
.
今
日
ナ
チ
ス
溺
逸
で
行
は
れ
る
共
同
慌
の
概
念
は
叉
.

此
等
従
来
の
も
の
と
金
〈
異
っ
た
内
容
を
も
っ
て
ゐ
る
。
新
し

き
内
容
を
表
現
す
る
の
に
奮
き
形
式
を
以
て
す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
鎮
め
に
新
し
き
内
容
を
奮
き
も
の
と
同
腕
す
る
こ
と
は
討

さ
れ
ね
。
プ
ェ
-
一
ン
グ
は
斯
様
た
前
置
を
述
べ
て
.
先
づ
従
来
の

共
同
穂
概
念
を
検
討
し
つ
L

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
鰐
概
念
を

論
述
し
て
ゐ
る
。

プ
了
一
ン
グ
に
減
れ
ば
共
同
憾
の
通
俗
的
概
念
に
は
三
つ
あ

る
。
(
イ
)
小
市
民
的
|
感
傷
的
宮
古

r
r吉
区
コ
間
三
一
門
戸
T
ω
S
E
E
d

g
s
g
)
(
ロ
)
文
忠
一
者
的

i
ロ
マ
ン
テ
ヅ
ク

町
田
の
F
D
ロP
H
O
Z
E
Z

3

3
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-R吾

輩主

匹l
O 

O 

さ

E
E
E己
完
)

(
ハ
)
組
合
主
義
者
的
三
百

N
Z
Z
E
o
-
-
n
z
o
)

間
関
概
念
乙
れ
で
あ
る
。

(
イ
)
小
市
民
的
感
傷
的
共
同
劇
概
念

抽
象
的
に
み
れ
ば

之
は
民
〈
人
間
の
本
質
と
希
望
と
を
一
言
ひ
去
は
す
も
の
で
あ
る

が
具
附
的
に
は
小
市
民
階
級
に
抱
か
る
L
自
由
主
義
的
調
和
を

yrド
』

ゆ

〉

O

T
庶
民
可
之

枇
い
い
u
f
は
平
和
百
円
山
口
伝
円
丸
山
一
日
正
ゅ
安
全
一
伊
官
三
日

快
趨

(
C
E
E
F一戸円
rr2[)
な
る
枇
舎
を
共
同
慣
と
考
へ
る
よ
然
し

是
は
居
酒
屋
さ
ん
式
の
思
想
で
あ
る
。

そ
の
思
想
の
歴
史
的
枇

世
田
的
背
景
を
探
る
と
、
上
か
ら
来
る
資
本
家
階
級
の
経
済
力
と

下
か
ら
盛
り
上
が
る
下
居
階
級
の
枇
曾
的
勢
力
に
押
し
つ
め
ら

る
L

小
市
民
が
、
州
方
か
ら
の
重
慶
を
避
け
彼
等
の
地
位
の
平

和
と
秩
序
と
を
維
持
せ
ん
と
す
る
希
求
マ
あ
り
、

い
は
日
前
資

本
家
的
残
津
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
革
命
的
意
味
に
於
け

る
ナ
チ
ス
の
共
同
様
概
念
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
文
皐
者
的
1

ロ
マ
ン
テ

Z
7
共
同
世
概
念

も
と
と
れ
は

詩
人
や
思
想
家
の
珂
か
ら
出
た
思
怨
で
あ
り
枇
曾
的
に
は
イ
y

テ
リ
ゲ
シ
千
ュ
ア
を
支
配
し
て
ゐ
る
思
想
で
る
る
。
そ
の
特
徴
は

内
的
無
力
性
と
感
傷
性
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
人
生
の
何
た
る
か jE 

dic fut'" 希 Andreas Pfenning， Gemeinscfiaft und Staats、，"'15肘 n'~cllaJt (Zeitschrift 
gesamte Staat，wissensch.ft 96 Bd. 2 Heft) 



を
知
ら
ぬ
人
々
の
観
念
で
あ
り
、
感
情
的
に
高
調
せ
ら
る
L
道

議
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
思
想
に
は
幻
怨
と
錆
莞
が
つ
き
趨
ひ
が
ち

で
あ
る
。
思
想
史
的
に
は
ク
リ
ス
ト
的
理
怨
主
義
或
は
埋
想
的

キ
リ
ス
ト
主
義
と
も
い
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
つ

こ
の
思
想
も

前
者
と
同
じ
く
闘
争
を
好
ま
ね
。

い
は

r
温
室
育
ち
で
あ
り
暴

風
雨
の
中
で
は
立
っ
て
ゆ
け
る
忠
忽
で
は
た
い
。

か
t

ミ
る
意
味

の
共
同
開
は
何
等
確
と
し
た
現
貨
で
は
な
ぐ
逗
く
の
野
に
閥
ゆ

み
牧
放
に
外
た
ら
ぬ

3

ヘ、，
J

也h
z
f
-台
k
e
p
-
h
ョヒ、司リ岨句年
n

也、、
β

♂

-pf
、
却
制
/
/
E
4
J
4
J
毛

J
f
H
i
p
に
ド
一
J
M
M
山ノ一心

h

a

d

-

-

l

i

-

-

・I
l

i

-

-

F
J
伽
間
a
A
L
Z
斗

i
a
d
h
ド
『
一
恕
オ
つ

H
4
平
L
U
f
b
ノ

ν
ト
夕
日
を

F

I

L

M

-

d

，、M
-

1

6
4
f
J
l
i
，

F
+
J
立
f
川

A
A
/
J
F
'
u
f
l
u
d
h
J
Y

v
p

一、ノ

ち
v
t
d
ν

特
色
は
此
舎
的
攻
集
閣
や
階
級
の
あ
望
や
努
力
の
表
現
た
る
貼

に
あ
る
。
そ
れ
は
彼
等
の
枇
合
的
窮
状
を
訴
ふ
る
が
、
そ
の
立

場
は
案
国
的
或
は
階
級
的
利
己
巨
義
で
あ
る
。
彼
等
の
共
同
位

概
念
が
枇
合
的
身
分
的
意
識
に
よ
け
て
生
き
、
峨
業
に
於
け
る

枇
命
的
結
合
の
紐
併
と
な
る
な
ら
ば
、
共
同
種
閥
係
の
本
質
的

構
成
と
な
る
が
、
同
業
組
合
や
同
一
階
級
に
制
限
せ
ら
る
、
連

帯
で
は
利
害
閥
係
の
意
識
し
か
な
い
。
枇
命
的
に
み
る
と
と
の

思
想
は
、
外
は
彼
等
の
生
存
を
脅
か
す
大
経
済
の
跨
迫
を
防
衛

し
、
内
に
あ
り
で
は
彼
等
相
互
の
粧
品
円
生
活
を
確
保
ぜ
ん
と
す

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
韓
白
概
念

己

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
他
の
集
団
や
階
級
に
謝
し
て
限
界

を
た
て
る
と
と
は
か
の
持
働
組
合
に
み
る
如
く
で
る
る
。
持
働

組
合
は
共
同
髄
意
識
を
設
展
さ
せ
は
し
た
が
そ
れ
は
明
に
階
級

怠
識
で
あ
っ
た
。
持
働
者
階
級
か
ら
起
さ
る
L

枇
合
革
命
を
抑

廃
す
る
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
か
の
7

ア
ッ
シ
ズ
ム
も
亦
一
の
比
八

周
鰹
的
努
力
に
は
違
ひ
な
い
が
、
か
札
等
が
閣
2

廷
の
強
権
を
慣

に
資
本
家
制
定
の
懲
を
矯
む
る
に
よ
り
て
、
体
来
の
資
本
由
来
的

地
位
在
約
持
せ
ん
l
t
し
つ
i
h

あ
る
貼
に
於
て
、

ど
れ
亦
一
つ

η

民
自

RMmAJH町
ヨ
ロ
ヒ
ム
手
足

?Eihノ
)
、

日
i

草
川
，

H
不

仁

一

一

塁

3

2

i

叫
い
吋
泊
臣
、
ノ
司
引
1
U
ト
L

苛

1
・E
S
E
-
U
J
1己、司
J
u
q
z

事
長
副
長
主
主
刷
，
AMK卜

j
去
ι
H
1
J
E
a
部

と
は
本
質
上
相
容
れ
白
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
俗
流
的
共
同
値
概
念
の
説
明
を
了
へ
た
プ
ェ

ン
グ
は
更
陀
進
ん
で

mmT問
的
な
共
同
鵠
慨
念
の
検
討
に
移
り
、

重
要
た
る
枇
合
哲
事
的
措
系
に
於
け
る
共
同
館
概
念
を
明
に
し

て
ゐ
る
。

プ
工
一
一
ン
グ
が
線
て
の
枇
舎
哲
事
埋
論
陀
は
人
間
共

同
生
活
の
本
質
に
就
て
の
一
定
の
見
解
、
従
っ
て
叉
最
も
一
般

的
意
味
の
共
同
館
理
念
が
基
礎
と
な
っ
て
ゐ
る
と
友
す
は
吾
人

も
亦
全
く
向
感
で
あ
る
。
彼
は
諸
h

の
枇
舎
哲
壌
の
基
礎
を
な

第
四
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四
巻

一一

第
二
鋭

四



ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
慢
。
概
念

す
こ
れ
ら
の
共
同
開
概
念
は
叉
種
々
で
あ
る
が
、

キ
リ
ス
ト
教

的
共
同
胞
概
念
と
、
相
自
摂
的
概
念
的
共
同
酷
概
念
と
が
最
も
草

か
く
て
前
者
の
例
と
し
て
は
カ
ト
リ
吋
ク

一
安
で
あ
る
と
た

L
、

数
の
枇
命
日
哲
洲
皆
、
後
品
刊
の
例
と
し
て
は
へ

1
ヂ
ル
流
の
総
封

者
や
か
ュ
パ
ン

の
全
開
卜
仁
義
並
び
に
白
山
主
義
の
共
同
慨
刈
論

を
虐
げ
る

悼
カ
ト
リ
ッ
ク
教
的
共
同
健
衛
念

は
固
定
し
た
る
枇
命
日
秩
序
が
前
提
と
せ
ら
れ
、
共
同
憶
と
は
そ

カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
殺
血
で

の
秩
序
の
再
建
に
外
な
ら
ね
。
そ
の
同
定
し
た
る
枇
舎
秩
序
は

榊
の
救
済
の
踊
普
か
ら
で
友
〈
専
ら
辺
性
異
訓
か
ら
ひ
き
出
さ

れ
る
。
印
ち
人
間
枇
命
日
設
計
の
恭
線
は
造
物
主
か
ら
人
間
性
の

中
に
拙
き
一
亦
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
総
て
の
生
活
領
域
文
化

領
域
は
そ
の
源
を
か
く
の
如
き
創
造
の
原
却
に
援
す
る
が
故
に

統
一
が
あ
り
目
的
の
秩
序
が
あ
る
。
而
し
て
そ
の
秩
序
の
最
後

の
階
段
が
榊
で
あ
る
。

る
所
は
、

と
の
教
迎
が
後
に
設
く
杢
健
主
義
と
異

カ
ト
リ
ッ
ク
教
訓
一
で
は
そ
の
出
護
黙
が
全
臆
主
義
の

如
く
精
榊
的
全
艦
写
一
民
巴
民
σ
C
E
N
-
-
ゆ
と
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
身
分
や
個
人
が
出
て
く
る
の
で
た
く
、
出
裂
知
は
骨
ん
で
あ

第
四
十
四
巻

合ド4

銃

匹1

る
。
と
の
個
人
が
腕
業
身
分
に
於
で
連
絡
し
て
共
同
棋
を
什
る

が
、
「
司
会
憶
が
部
分
に
先
だ
っ
」

と
い
ふ
と
と
は
、

カ
ト
リ
ヴ
ク

教
で
は
軍
な
る
論
科
的
意
義
し
か
な
く
、

全
勝
は
寅
賀
的
に
も

時
間
的
に
も
部
分
の
先
に
あ
る
の

J

に
は
な
い
。
出
設
駄
が
個
人

に
あ
り
と
蜘
も
併
し
乍
ら
阪
干
の
如
き
個
憾
で
は
な
〈
、
自
然

に
臥
(
へ
ら
れ
日
つ
川
hz
流
水
寸
名
称
貯
の
中

κ生
前
f
る
個
紺

で
-b
る
。
こ
の
意
味
に
於
で
祉
舎
は
一
仰
で
秩
序
付
け
ら
れ
た
共

同
憾
の
一
般
系
で
る
る
。

カ
ト
リ
ソ
ク
教
に
掠
れ
ば
人
間
の
本

質
は
個
人
仕
と
枇
舎
悼
の
二
重
性
格
を
有
す
る
黙
に
あ
る
。

こ

の
二
素
性
特
た
る
や
歴
史
的
範
時
で
た
く
挺
は
る
と
と
も
夏
へ

る
こ
と
も
出
氷
山
永
遠
の
範
鴎
で
あ
る
。
個
人
の
祉
舎
に
到
す

る
、
而
し
て
又
枇
舎
の
個
人
に
到
す
る
闘
係
て
ふ
二
重
闘
係
は

造
物
主
の
定
め
た
所
で
あ
り
、
そ
れ
敢
に
又
理
性
の
要
求
に
合

致
す
る
c

カ
ト
リ
v

ク
殺
の
個
人
は
一
粧
台
的
本
初
と
し
て
の
個

人
で
あ
り
、
機
織
的
な
原
子
化
し
た
る
個
人
主
義
に
い
ふ
が
如

き
個
人
で
も
、
叉
全
剛
山
主
義
に
い
ふ
が
如
き
支
鰐
で
も
友
い
。
か

t
A

る
ク
リ
ス
ト
数
的
連
帯
主
義
は
レ
オ
十
三
世
の
毅
迎
に
も
み

う
る
。
「
人
聞
は
園
家
よ
り
古
い
L
(
己
2
Z
E
R
r
-
E
位
一
斉
菩



与。「∞

g円
)
「
家
族
的
共
同
世
間
は
概
念
的
に
も
寅
際
的
に
も
岡
家

的
共
同
憾
に
先
立
つ
」

(
C
E
F
E
m一一円
r
o
c
o
ヨ
2
ロ∞円『
E
P
m
o
z

ケ町時『

-B一円『ロ=斗

由民門古一一
n
F
L巾
『

国
立
M
H
[

一】【)ケ
2同

。
司
『
克
也
=
田
門
}
5同

〈

O
『

E
3
と
い
ふ
が
如
き
と
れ
で
あ
る
。

こ
の
現
論
か
ら
自
己

活
動
や
自
己
決
定
の
権
利
が
認
め
ら
れ
、
更
に
又
か
〈
の
如
き

個
人
の
本
牲
に
慕
づ
く
自
然
的
共
同
階
構
成
の
権
利
が
生
ま
れ

る
3

か

-J骨
諸
機
利
を
否
定
す
る
も
の
は
叫
の
意
岡
山
市
一
る
自
然

;f:(: 
F戸

J'Y-
r 

~l) 

，1:> 

~t:: 
C~) 

報
ν‘ 
7J~ 
Jぱ、

Jt:l 

』出L
(cr'、j

止t
在~:..:
J)，ミL

均
忙

ゴヒ

相
当2

0戸〉

4前
7r~;_: 
ム
h 
a日

て
，r:l 

!;I 
:::. 
L 

"C 
i~) 

ぅ
。
こ
の
見
地
に
よ
れ
ば
「
粧
台
生
活
は
個
人
か
ら
出
発
し
最
後

に
は
矢
張
り
個
人
の
矯
め
で
る
る
。

カ
ト
リ
ザ
ク
教
の
共
同
鴎

は
人
聞
の
自
然
性
や
本
性
に
幕
〈
も
の
で
あ
リ
、

そ
の
共
同
鰐

は
い
は
ピ
自
然
的
共
同
開

(
Z
Z
E
n
y
o
c
o日
otH叩円
r
p
「
戸
)
で
る

る
。
更
に
そ
の
共
同
植
を
形
容
的
に
い
へ
ば
そ
れ
は
下
か
ら
上

へ
の
生
長
的
生
成
で
る
る
。
個
人
が
基
本
と
な
り
そ
れ
が
他
の

個
人
と
助
け
合
び
愉
び
合
っ
て
尚
次

ο
結
合
を
な
す
。

こ
れ
を

「
枇
合
活
動
の
補
助
性
の
原
現
」
(
己
主

勺=コ
E
℃

与

ぬ

円

山

口

σ白
L
T

さ
き
白
雪
。
忠
告
田
町
-
昌
宏
径
一
的
一

ra円

)

と
い
ふ
。
共
同
憾
と
し
て

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
世
由
概
念

の
枇
舎
は
よ
く
組
成
せ
ら
れ
た
る
多
数
の
統
一
で
る
る
。

と
の

枇
合
哲
間
牢
で
は
各
個
人
の
創
造
に
か
、
る
こ
と
を
そ
の
個
人
か

ら
奪
ふ
こ
と
が
正
し
か
ら
ざ
る
如
く
、
小
さ
左
或
は
下
級
的
な

共
同
髄
が
な
し
え
、

且
つ
よ
り
よ
く
友
し
う
る
こ
と
を
、

土
り

大
左
る
又
は
上
級
闇
慌
が
奪
ふ
と
い
ふ
と
と
は
正
義
に
反
す

る
。
凶
家
は
岡
家
と
し
て
な
す
べ
き
最
高
の
給
付
を
た
せ
ば
足

り
布
市
山
意
的
に
自
然
的
共
同
慌
に
干
渉
す
る
権
利
が
た
い
。
同
幽
山
糸

の
秩
序
は
常
K
自
然
的
州
的
法
則
山
一
時
内
に
止
ま
る
ぺ
ヨ
?
あ

E
1」
前
唱

-9

);Qf 
斗

yl 

主!

十〆

;自;

H 
I司
f:&~[ 
絢i
念.
.:1 
I~ 
f然

法
的
・
ス
コ
ラ
的
で
あ
り
、
反
同
家
的
で
あ
り
個
人
的
で
あ
る
。

閣
内
哲
畢
的
観
念
的
な
世
曾
哲
皐
ょ
の
共
同
髄
概
怠

一
〕
は
「
絶
封
者
」
の
観
念
を
も
っ
て
す
氷
る
も
の
で
あ
る
。

〔
そ
の

そ
れ

に
嫁
れ
ば
個
人
は
そ
の
絶
割
者
の
一
部
分
で
あ
る
。
各
個
精
榊

は
絶
針
者
と
同
様
で
る
る
。
人
間
粉
榊
は
こ
の
絶
封
者
或
は
杭

界
全
惜
(
言
、
巾
}
[
問
主
主
=
)
町
界
精
一
川
(
巧
岳
山

ZO)
と
不
可
分
に

結
ば
れ
て
ゐ
る
。
人
々
の
中
に
世
凶
作
が
反
映
し
世
界
の
中
に
人

々
の
精
榊
が
映
る
。

と
の
絶
叫
制
者
と
個
人
と
の
闘
係
は
夫
同
健

と
個
人
と
の
闘
係
で
あ
る
。

こ
の
絶
担
者
は

フ
ィ
ヒ
テ
に
あ
り

第
四
十
回
毎

U~ 

披

匹l



ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
債
む
概
念

て
は
総
封
湿
性
す
宮
中
7
Z
O
〈

E
-
E
=コ
)
で
あ
り
、
五
口
人
の
内
左

る
紳
的
(
巴

g
c
o
z
-
E
5
)
な
る
も
の
に
営
る
o
個
人
と
一
判
的
な

る
も
の
と
は
根
本
的
に
相
通
ぜ
ざ
る
も
の
で
た
く
、
二
者
は
共

有
閥
係
で
る
る
二
者
は
完
全
左
一
憾
に
な
り
う
る
し
又
な
る

ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
外
人
が
回
真
理
と
道
義
と
に
よ
り
'
即
ち
た
人

円

J
h
d
F
Z
5
1叩
内
K

5
も
っ
と
井
、
亡
主
T
u
r
r
d
L
一弘之土、

心

f
?
J
-
H
q
J
I
l
t
-
6
i
I
L
d
r一
j

甲

J
d
t
u
l

H

L

5

 

ヲ

ル

川

神
人
一
憾
の
刷
相
さ
れ
た
境
地
に
注
し
う
る
。
こ
の
桝
的
在
理

性
に
よ
る
生
活
、
卸
ち
憐
人
に
封
す
る
道
義
、
或
は
憐
人
を
助

け
憐
人
の
鴻
に
犠
牲
に
な
る
と
い
ふ
ζ

と
か
ら
共
同
慌
の
生
活

が
生
ま
れ
る
。
共
同
鰐
は
卸
ち
超
個
人
的
精
神
力
、
神
的
理
性

の
護
露
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
道
義
的
事
柄
に
属
寸
る
u

共
同

賠
は
道
義
の
命
令
で
あ
り
、
叉
理
性
の
命
令
で
あ
る
と
い
ふ
。

〔
そ
の
二
〕
シ
ュ
パ
ン

(。
・
8
2コ
)
の
全
髄
主
義

(
]
)
2
C
E〈
E

。
EEω
ヨ
旦
シ
ュ
パ
ン
に
綴
れ
ば
原
事
寅

(
E
E
E門広
)
1
1
枇
曾

科
事
の
山
則
投
瓢
で
あ
る
べ
き
所
の

l
は
個
人
で
は
た
く
し
て
、

人
間
と
人
間
と
の
精
神
的
結
合
即
ち
精
帥
的
共
同
健
{
包
一
回
巴
耳
目

。2出。
宮
口

g
Sで
b
る
。
人
類
の
精
神
生
活
は
一
の
線
共
同
憶

で
あ
り
各
個
人
は
そ
れ
の
精
神
的
支
分
煙
(
目
。
一
色
向
。

。一戸空
T
W『
)

第
四
十
四
谷

四

日

』勾ふ

競

Jl岨

l国

εあ
る
。

か
ミ
る
線
共
同
慌
の
精
榊
的
内
容
は
同
種
的
左
種
々

の
階
段
の
精
榊
的
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
か
く
て
そ
こ
に
精

一
例
的
地
位
或
は
身
分
(
判
。
-
笠
宮
山

S
E巾
)
友
る
も
の
が
生
じ
、

そ
れ
が
組
織
に
よ
り
て
行
動
に
や
り
は
る
L
場
合
に
は
行
動
的

な
地
位
或
は
身
分

(
r
B
L
o
t己
o
m
E乙
ふ
と
な
る
。

通

，

「

古

L
Y
L
f

助
的
血
立
寺
内
庁
亡
主
主
叫
丸
山
主
蒔
山
り
覇
支
の

ιF
う

k
n詞
ド

フ

i
J
J
A
1
J
J
l
l
J
j
ピ

1
1
7
f
b
r
d
J
f
l
u
-
-
A
Z
J

日
同
一

-
o
n
t
o
-
J
5
M
[恥
町
一

Z
E
E
Zロ
Ate-三
E
E
2・

が
存
す
る
わ
け
で

あ
る
。
人
間
の
精
神
と
精
神
と
の
鰯
れ
る
所
に
相
互
の
魔
耐
聞
が

あ
り
生
成
が
あ
り
共
通
的
な
あ
る
感
情
と
知
識
が
興
へ
ら
れ

る
。
か
、
る
感
情
と
知
織
こ
そ
精
神
の
結
合
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
。
更
に
又
シ
ュ
バ
ン
に
憐
れ
ば
綿
て
の
階
級
・
身
分
に
は

そ
の
特
有
の
精
神
内
容
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
又
線

て
の
階
級
・
身
分
に
は
そ
れ
に
特
有
の
支
配
権
(
国
2
5円
宮
『
号
，

宮
古
【
)

と
至
上
様
(
山
口
Z
Z
Z
E
E
F
)
が
あ
る
。
か
〈
て
各
階
級
や

一
身
分
が
精
榊
的
・
道
徳
的
級
生
活
内
容
に
於
て
特
有
な
る
資
質

的
任
務
を
負
捨
し
之
を
途
行
ず
る
。
国
家
も
上
に
皐
げ
た
る
如

く
勿
論
精
神
的
に
は
身
分
図
家
で
あ
り
、
か
れ
は
常
に
世
界
に

於
け
る
特
有
の
地
位
と
任
務
を
有
す
る
。
身
分
闘
家
乙
そ
真
の



国
家

(
4
5
3「
辺
国
同
[
)

の
姿
な
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
=
一
〕
自
由
主
義
に
於
け
る
枇
舎
背
事

プ
エ
ニ
ン
グ
は
言

ふ
。
自
由
主
義
の
共
同
贈
理
論
は
機
械
的
・
自
動
的
で
あ
り
決

し
て
直
接
的
な
生
の
統
一
で
壮
な
い
。
そ
の
哲
周
一
酌
出
費
黙
は

有
一
仰
論
に
於
け
る
自
由
主
義
で
あ
る
。
と
の
世
界
観
に
嫁
れ
ば

一
岬
は
直
也
前
的
友
作
用
を
左
す
現
賓
の
力
で
は
な
い
。
一
岬
は
そ
の

創
造
物

l
勿
論
人
間
を
含
む
ー
を
そ
の
ヂ
か
ら
放
し
て
し
ま
っ

た
。
併
し
紳
は
創
造
物
の
中
に
無
限
な
る
白
己
運
動
の
力
を
賦

旧
日
し
た
。

、
h

院
に
伝
子
い

L
E疋
L
司

)
1
J
h
u
F
J
h
一

d
u
」
税
制
円
上
高
u
j
w
d
f
誌
を
・
，

r土
w-
巧巾一円)

要
と
せ
ね
。

乙
の
一
機
構
は
創
造
者
の
意
闘
し
給
ふ
調
和
で
あ

る
。
か
ミ
る
調
和
へ
の
燦
件
は
世
界
構
成
員
の
自
由
で
あ
る
。
邸

ち
自
由
の
あ
る
所
に
世
界
全
鵠
の
調
和
が
行
は
れ
る
。

切

-
2
E
O

E
2・一回
g叩
宮
沼
2
・E

は
力
の
白
由
な
る
行
使
の
原
則
で
る
り

そ
れ
が
自
動
的
に
調
和
的
均
衡
に
導
く
。

さ
れ
ば
自
由
主
義
に

於
け
る
共
同
慢
は
調
和
と
同
一
に
解
せ
ら
れ
る
。

こ
の
準
設
に

於
け
る
共
同
檀
理
論
で
は
個
人
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
個
人
を

白
然
に
自
由
K
放
任
す
る
と
機
械
的
・
自
動
的
に
調
和
郎
ち
共

同
醐
胞
が
賓
現
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
貨
の

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
控
O

概
念

共
同
鵠
を
解
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
仮
定
的
・
機
械
的
・
似
而
非

共
同
鱒
古
河
口
弘
司
円
。
目
。
吉
田
門

ZD)
で
あ
る
。
か
の
7

ル
キ
シ
ズ

ム
も
亦
自
由
的
機
械
的
共
同
鰹
理
論
か
ら
出
表
し
て
ゐ
る
。
併

し
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
で
は
枇
舎
の
調
和
は
力
の
自
由
行
使
か
ら
は

成
立
せ
ね
。
三
つ
の
故
封
せ
る
階
級
の
分
裂
が
除
か
れ
る
場
合

に
始
め
て
、

邸
ち
私
有
財
産
に
基
く
階
級
が
消
滅
し
た
と
き
に

そ
れ
が
寄
現
ず
る
。

所
有
者
と
非
所
右
者
、

ト

J~氾
民
日
』
一
茂
之
M
L

-JP
一1
4
3
7
F

者
と
の
封
立
な
き
政
脅
さ
は
経
済
的
に
「
細
川
」
(
道

531ふ
ぜ

る
個
人
が
北
川
ん
仔
ず
る
川
口
み
一
じ
わ
っ
て
、
人
矧
は

ι配
も
批
判
仇

4

な
き
共
同
生
活
を
替
み
う
る
と
な
す
。
併
し
と
れ
は
ユ
ト
l
ピ

ア
で
あ
る
。

彼
等
の
理
論
で
は
指
導
の
秩
序

2
F
E
P四国
2
'

門
】
ロ
ロ
ヨ
町
)

(刃

Eno--LE口
町
)

と
れ
な
く
し
て
人
間
位
舎
の
買
の
共
同
躍
は
あ
り
え
友

や
順
位
の
秩
序

は
不
可
能
で
あ

る
が
、

ぃ
。
要
す
る
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
共
同
醐
四
月
沢
一
柵
は
悌
圃
革
命
の

標
語
た
る
個
人
の
平
等
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

従
来
の
共
同
韓
概
念
を
右
の
如
く
検
討
し
去
っ
た
プ
ェ
ユ
ン

グ
は
い
よ
/
¥
‘
ナ
チ
ス
革
命
の
意
味
に
於
け
る
共
同
鰭
概
念
の

第
四
十
四
巻

三
二
五

第

掠

四
五



ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
憾
の
概
念

解
明
に
移
る
。
国
家
科
撃
は
賞
夜
の
科
製
で
あ
る
以
上
ナ
千
ス

の
共
同
館
概
念
も
亦
圃
氏
枇
曾
主
義
運
動
の
粛
ら
し
た
現
寅
の

賞
現
さ
れ
る
も
の
で
は
た
く
政
策
的
努
力
に
挨
た
ね
ば
た
ら
ね
o
一

具
購
的
事
賞
か
ら
導
き
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
調
進
国
民
の
窮

乏
は
狽
逸
園
民
に
新
友
る
課
題
と
目
的
と
を
血
(
へ
そ
れ
が
遂
に

ナ
チ
ス
革
命
に
ま
で
進
展
し
た
。
ナ
チ
ス
革
命
の
最
高
目
的
は

「
不
滅
の
澗
臼
U
K
U
E
C
Jこ
問
。

])2区
内
}
に
ち
と
の
組
訟
で
あ
り
闘

上巳;
統

、Jh作
仕
仁

'tLF--
ト
J

'

、uc

U
引

b
H
-
j
b
(
4
d
J
Z

H
B
L
J
れ
れ
与
1
1斗
去
、

J
Z
H
h
E
J
J
E
A
S
C

J
'
h
r
n
V
4
U
A
Z
Z
F
t
'
n
n
j
L

・ιま

1

1

u

o

w

今
や
狽
逸
の
あ
ら
ゆ
る
具
艦
的
た
共
同
憾
に
は
こ
の
共
通
な
る

政
治
的
民
族
的
使
命
が
眠
う
っ
て
ゐ
る
。
革
命
運
動
と
密
桜
の

閥
係
を
布
す
る
ナ
チ
ス
共
同
搬
は
勿
論
白
然
共
同
慌
で
は
た
く

一
定
の
目
的
と
意
志
的
方
向
を
株
立
し
て
ゐ
る
い
は
U
意
志
的

共
同
憶
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
新
し
き
意
味
の
共
同
館
は
完
成
し

て
し
ま
っ
た
秩
序
や
欣
態
右
指
す
の
で
は
た
い
。
闘
民
統
一
の

貨
現
は
継
続
さ
る
べ
き
努
力
?
・
あ
り
不
断
の
生
成
と
形
成
と
が

行
は
れ
ね
ば
た
ら
む
。
国
民
一
枇
世
田
主
義
は
相
側
遜
民
族
の
使
命
の

た
め
に
濁
挽
一
民
族
が
生
き
ん
が
矯
め
に
世
界
を
強
革
せ
ん
と
す

る
も
の
で
る
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
積
極
的
で
あ
り
活
動
的
で
る

第
四
十
四
巻

茸J

盟主

四
fミ

ー
ノ、

り
形
成
的
で
あ
り
且
つ
又
闘
争
的
で
あ
る
。

と
れ
ナ
チ
ス
の
共

同
慌
を
闘
争
共
同
惜
(
}
ハ
虫
阿
戸
町
f
o
g
o
z
n一5
3
と
よ
ぽ
ん
と
す

る
所
以
で
あ
る
・
闘
争
共
同
慌
の
本
領
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
如
く

自
然
的
共
同
障
で
は
な
い
が
、

メ
シ
ミ
ハ
ン
の
一
一
就
く
如
き
精
一
例

的
危
事
貸
で
も
な
い

o勿
論
精
神
の
相
互
の
生
成
郵
化
・
相
互
先

耐
と
い
ふ
と
と
は
あ
る
が
Z
、
れ
は
第
一
次
的
の
と
」
で
紅
く
、

f

;

ー

:
c
l
:
:
l
z
U
F
》

一

t
1
1
〉

的「一

A
ハ
Zv
こ
L
F
1
7
E
1
7
王
4

胆
H
L
V
一
宮
子
巨
て
主
わ
り
れ
と
百
J
U
N
I

-
-
1
7
i

《

l
i
'
i
7
l
i
t
i
-
-
、
ヲ
』

-

1

一

1
1
{

目
的
や
使
命
が
意
志
的

(5=の
E
E
ω
留
一
四
)
に
決
定
せ
ら
れ
て
ゆ

く
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
。
而
し
て
新
し
き
共
同
鰐
結
成
の
基
礎

は
軍
な
る
精
判
に
非
や
し
て
血
縁
(
ロ
一
旦
)
で
あ
る
と
と
も
、
従

来
の
共
岡
山
慌
の
阪
迎
占
星
一
っ
て
ゐ
る
。

ナ
チ
ス
の
世
外
相
叫
に
機

れ
ば
共
同
憾
の
構
成
員
の
同
一
性
と
し
て
は
昨
民
族
と
い
ふ
こ

と
の
み
が
統
一
的
な
意
志
方
向
を
決
定
せ
し
め
る
ω

文
化
や
精

一
利
や
道
徳
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
他
民
族
聞
に

於
て
も
可
能
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
闘
争
共
同
慌
の
構
成
員
た
る

基
本
的
資
格
と
は
友
り
え
友
い
。
担
問
逸
民
族
に
し
て
始
め
て
狽

逸
民
族
に
課
せ
ら
れ
た
る
歴
史
的
使
命
の
矯
め
に
闘
ふ
人
売
り

う
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
抑
も
か
L

る
共
同
棋
を
生
ま
し
め
た



原
凶
は
之
を
世
界
戦
争
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
世
界
戦
争
中
及

戦
後
に

wVめ
た
苦
き
鰐
験
は
狽
逸
民
族
の
み
が
こ
れ
を
知
り
う

る
。
と
の
鰐
験
は
宗
教
的
性
質
の
も
の
で
も
な
く
、
観
念
的
の

も
の
で
も
な
ぐ
、
現
賓
的
な
生
そ
の
も
の
、
岨
臨
時
四
で
あ
る
。
濁

逸
闘
氏
は
こ
れ
に
よ
り
て
世
界
の
改
法
は
権
利
と
か
一
小
和
と
か

自
由
と
か
そ
の
他
色
々
の
概
念
で
は
到
民
一
解
決
さ
れ
る
も
の
で

t
z
、・
E
-
】
，
一
'
豆
司
し
た
。

t
f
L
Z
」
者
E
P員

そ
し
て
時
折
来
網
漁
民
族
の
矯
め

に
岡
崎
う
と
い
ふ
民
族
内
精
岬
を
阪
ひ
湿
し
た
。

か
L

る
特
験

は
列
品
山
川
氏
的
"
利
己
的
な
も
の
で
は
な
く
、
個
々

w

へ
の
主
制
的

立
場
や
運
命
や
判
断
を
超
越
し
た
民
族
と
し
て
の
踏
験
な
の
で

あ
る
。
か
L

る
酬
明
験
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
き
共
同
慌
に
於
け
る

本
質
的
友
意
識
闘
係
や
意
志
干
係
を
血
苧
げ
左
ら
る
ぱ
、
同
個
人

主
義
型
の
個
別
化
と
か
私
的
存
在
の
意
識
が
す
で
ら
れ
て
宿
命

的
民
族
的
結
合
へ
の
意
識
へ
脚
換
し
、
民
族
の
た
め
に
友
す
と

い
ふ
個
人
の
責
任
意
識
と
責
任
意
志
が
之
に
代
る
に
至
っ
た
。

川
凡
て
個
人
の
使
命
や
慣
値
は
こ
の
共
同
般
に
封
ず
る
閥
係
か

ら
決
定
さ
れ
る
。
所
有
と
か
教
養
と
か
地
位
は
問
題
で
は
友
〈
、

と
の
共
同
態
に
釘
ナ
る
給
付
・
性
格
・
械
設
の
程
度
が
問
題
と
な

ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
捜
り
概
念

っ
て
来
た
。

ωこ
の
共
同
際
で
は
総
て
が
平
等
で
あ
る
と
い
ふ

が
如
き
擬
制
が
排
せ
ら
れ
、

枇
舎
に
順
位
等
級
を
従
っ
て
又
常

然
に
指
導
と
服
従
の
必
要
が
認
織
せ
ら
れ
る
。
勿
論
そ
の
順
位

等
級
と
い
ふ
の
は
奴
隷
と
主
人
、
議
日
と
惑
と
い
ふ
が
如
#A与
田
山
味

で
は
友
い
、
同
僚
値
な
る
共
同
慌
の
構
成
員
聞
に
於
け
る
活
動

や
責
任
の
程
度
・
分
野
の
差
を
指
す
の
で
あ
る
。
闘
争
共
同
開

で
は
指
導
者
は
彼
に
よ
り
て
認
め
ら
れ
た
る
共
同
憾
の
目
的
と

方
法
ー
し
に
構
成
員
が
追
随
す
る
と
と
を
要
請
す
る
。
川
開
ザ
北
ハ

司

副

引

C
、ョ湖一
F
η

止
む
を
え
ざ
る
己
し
ら
が
認
訴
ぜ
ら
る
〈
'
引
ち

l
i】

l
}
l一〈

p

f

i

:

!

!

i

l

闘
争
共
同
緯
は
自
己
印
ち
園
民
の
自
己
主
張
の
矯
め
に
は
周
間

と
或
は
世
界
と
戟
ふ
と
と
が
必
要
に
し
て
逝
く
ぺ
か
ら
ざ
る
こ

と
と
な
ず
。
現
買
は
調
和
で
は
友
く
し
て
一
の
針
立
で
あ
る
と

い
ふ
認
識
に
立
つ
の
で
あ
る
。

凡
そ
右
の
如
き
民
族
的
・
政
策
的
・
枇
合
的
・
軍
隊
的
・
闘
争
的

四
要
素
は
ナ
チ
ス
共
同
館
構
成
の
山
町
別
で
あ
る
。
園
民
枇
舎
主

一
議
は
か
く
の
如
き
固
有
の
刈
念
と
版
瑚
一
と
に
よ
り
て
「
腐
敗
」
せ

る
世
界
を
品
質
革
し
民
族
的
崩
壊
を
防
ぎ
新
し
き
民
族
を
創
り
出

さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
園
民
枇
命
回
全
義
は
決
し
て
出
来
上

第
四
十
四
巻

四
七

七

第

競



ナ
チ
ス
に
於
け
る
共
同
般
の
概
念

っ
て
し
ま
っ
た
世
界
観
で
は
な
い
。
現
に
生
成
愛
展
し
つ
も
為
る

る
動
的
概
念
で
あ
る
。

乙
の
運
動
の
世
界
観
は
氏
勝
運
動
そ
の

も
の
か
ら
、
又
そ
の
指
導
者
の
頭
か
ら
更
新
せ
ら
れ
展
開
さ
れ

τゆ
く
色
あ
ら
う
。
共
同
般
に
於
て
は
ヘ
ー
や
か
の
個
人
的
・
私

的
・
た
考
へ
方
に
封
し
て
民
族
的
・
政
策
的
阪
迎
が
、
プ
ル
ジ
ョ
ア

的
版
川
崎
に
到
し
て
枇
合
主
義
的
際
川
岨
パ
炉
、
民
主
的
・
自
由
主
義
阿
川

理
に
射
し
て
連
帯
的
身
分
的
原
理
が
、
平
和
的
・
静
酌
妻
ホ
に

刑
判
し
て
闘
争
的
・
能
動
的
要
求
が
代
っ
た
の
で
あ
る
。

四

以
上
之
を
要
す
る
に
ナ
千
ス
の
共
同
膿
概
念
は
従
来
の
そ
れ

と
本
質
を
全
く
異
に
す
る
。
そ
れ
は
乎
和
と
安
全
と
を
希
ひ
闘

争
を
避
け
ん
と
す
る
小
市
民
的
の
も
の
で
な
く
、
叉
幻
想
と
錯

売
に
と
ら
は
れ
て
何
等
の
賓
行
力
を
も
た
ね
ロ
マ
ン
テ
ソ
ク
た

叉
利
己
的
友
集
国
や
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

で
も
友
い
a

そ
の
精
神
は
闘
争
的
で
あ
り
、
活
動
的
責
行
的
で

あ
り
、
非
利
己
的
で
あ
り
犠
牲
的
で
る
る
。
文
、
ナ
チ
ス
の
共

も
の
で
も
た
く
、

同
膿
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
教
理
の
如
き
自
然
的
共
同
艦
で
も
な

く
、
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ュ
パ
ン
等
の
説
く
如
き
精
一
利
的
・
観
念
的
な

第
四
十
四
巻

第

競

一
四
八

三
二
八

も
の
で
友
く
、
又
自
由
主
義
の
設
く
所
の
機
械
的
調
和
論
で
も

左
い
。
そ
れ
は
意
志
的
政
策
的
で
あ
り
、
現
質
的
で
あ
り
そ
の

態
度
は
闘
争
的
で
あ
る
。
而
し
で
か
、
る
闘
争
的
共
同
慌
の
紐

地
市
は
決
し
て
輩
た
る
精
仰
や
丈
化
に
非
や
し
て
民
族
を
流
れ
る

血
縁
で
あ
る
。
闘
争
共
同
憶
は
こ
の
血
縁
を
土
蓬
と
し
て
民
族

山
比

E
民
〉
炉
、

b
ζ
延
安
と
古
一
ず
る
。

l
a
b
s
U
叫

r
h
u
-
-
3
A
i，A
A
T

そ
の
開
手
比
九
時
態
で
は
間

人
主
義
や
民
主
主
義
、

自
由
主
義
が
排
せ
ら
れ
て

，
‘
〉

-1

由
剖
/
刀
キ
師
陣

位
慌
系
の
忠
忽
が
之
に
代
り
、
卒
和
や
安
逸
に
代
り
て
能
動
的

闘
争
的
で
あ
る
と
と
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
併
し
岡
氏
枇
合
主
義

は
動
的
友
概
念
で
あ
る
。
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
不
断
の
生
成

を
続
け
る
で
る
ら
う
。
き
れ
ば
プ
ェ
ニ
ン
グ
の
述
べ
た
る
上
の

如
き
ナ
チ
ス
の
共
同
髄
概
念
も
亦
ナ
チ
ス
運
動
の
現
階
段
を
説

明
し
た
も
の
で
る
り
、
と
の
概
念
が
将
来
を
も
そ
の
ま
込
に
規

定
す
る
も
の
で
は
た
い
と
考
へ
る
。
且
叉
、

か
札
、
る
共
同
臆
理

論
の
下
に
進
展
し
て
ゆ
く
ナ
チ
ス
運
動
が
果
し
て
、
調
逸
園
の

封
内
的
・
謝
外
的
政
策
の
行
詰
り
を
打
開
し
て
所
期
の
如
く
「
永

這
の
濁
逸
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
否
か
は
、
勿
論
と
の
概
念
と

は
別
箇
の
問
題
で
る
る
。
(
一
ニ
・

7
3


